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量の低下による薬物の吸収障害が起きたと思われた。また、1 mg/kg投与時と比較して 4 
mg/kg投与時に排泄低下を確認したが、その程度は軽度だったため、臨床的な重要性は低
いと判断した。 
最後に、CEPHモデルの血行動態に対するシルデナフィルの効果を評価した。結果とし
て、シルデナフィルは全身動脈圧に影響することなく用量依存性に PAPを低下させたた
め、低用量から投与を開始し、必要に応じて増量することで効果を増強することが可能であ
る。 
結論として、近年提唱された右心系心エコー図検査パラメータにより PH での病態を評価
することが可能であること、そして十分な治療効果を得るため、食事の影響および PH 時の
薬物動態の変化を考慮してシルデナフィルを投薬する必要があることが本研究により明らか
となった。 
